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■10年ぶりに一泊旅行(塩釜・松島方面)実施! 

 平成 26 年１０月に福島県のスパ・ハワイアンズ方面の一泊二日の旅行(参加者 29 人)以来、

１０年ぶりに一泊二日の会員親睦研修旅行(塩釜・松島方面)を 1 月 30 日、31 日と実施しまし

た。参加者は 14 人と少ない人数でしたが、楽しみにしていた会員さんもいて、笑顔、笑いの絶

えない旅行となりました。大船渡から塩釜の水産物卸市場見学、武田の笹かまぼこで見学・昼食。

その後、鹽竈神社、松島に来て、瑞巌寺などを見学、その後ホテルに到着。夜の宴会には、踊り

やカラオケなど真剣に踊る姿、笑いを誘う踊りなど、全員和やかな雰囲気の中、閉会となりまし

た。80 歳過ぎてもまだまだ若く、人生 100 歳時代、いや 110 歳時代に変わったかと予想され

るくらい皆さんのパワーをいただきました。2 日目には、みやぎの明治村見学、遠山の里で昼食、

途中、道の駅さんさん南三陸に寄って買い物などをし、大船渡に到着しました。お疲れさまでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

■施設管理等の就業を希望する会員の説明会を開催します!! 

  センターではできるだけ多くの会員に就業の場を提供できるよう努めていますが、令和 6 年

度において、施設等での就業を希望する会員を対象に、下記により説明会を開催します。 

  申し込み希望の会員は、2 月２7 日（火）までに事務局へ申し込みのうえ、出席してくださ

い。                                 記 

１．日  時    令和 6年 3月 4日（月） 午前 10時～     

                    3月 5日(火) 午後 ２時～     

２．場  所    大船渡市シルバー人材センター隣 にこにこ・夢ハウス  

３．募集内容  （１）公共施設（概ね年間を通して、ローテーションでの就業） 

・第一浄水場、YS センター、防災センターなどの管理 

・クリーンセンター受付、公園、トイレ清掃管理 

（２）民間施設（概ね年間を通して、ローテーションでの就業） 

・福祉施設などでの見守り、受付、清掃 

（３）その他 各種業務 

シルバーミニ情報  

 
〒022-0003大船渡市盛町字中道下 1-4 TEL:26-5124 FAX:27-8271 http://www.sjc.jp/ohfunato/  

 第２８３号 

令和６年 
 ２月９日 

瑞巌寺にて 「かんべんな」の踊り みやぎの明治村にて 
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■健康作り講座を開催します! 

  健康維持するため、病気にならないための予防策(フレイル予防)を目的として下記の通り、健

康作り講座を開催しますので、皆さん、ぜひ参加してください。 

なお、会場等の都合により、2 月 21 日(水)までに申し込みの上、参加願います。 

                   記 

日時  令和 6年 2月 26日(月)午前 10時～ 

場所  大船渡市シルバー人材センター隣 にこにこ・夢ハウス 

  内容  タイトル「健康維持のためフレイルについて学びましょう!」 

 講師  大船渡市 保健福祉部地域包括ケア推進室 係長 中井みま氏         

■ゴールド会員制度の導入及び退会希望について  

  会員の資格更新については、本人から退会の申し出がない限り、令和 6 年度も会員として更

新の扱いとなりますが、働けないけど会員でいたいという会員を対象に、ゴールド会員制度を

導入しており、後日、詳しくミニ情報にて掲載いたしますので、よろしくお願いします。 

  ゴールド会員外で退会希望する場合は、届出用紙がありますので事務局に連絡してください。 

■入会説明会開催のお知らせ 

   日時  ２月２6 日（月）、３月 11 日（月）、３月２5 日（月） 

     時間は、何れも午後 1 時 30 分から、センター事務所内で行っています。 

■わかめのボイル加工作業会員を募集します。 

  センターでは、わかめのボイル加工作業に従事する会員を募集しています。希望者及び詳し

く内容を知りたい方は、事務所までご連絡願います。 

 

◆新年早々の 1 日に石川県を中心とした能登半島地震、2 日には羽田空港飛行

機事故と大災害が連続して発生した。地震後に発生した火災と津波に襲われ

238 人の犠牲者と 19 人の行方不明者、46000 戸余りの住宅全半壊。1 ヶ月

たった今でも断水、道路の復旧がおぼつかないでいる。特に 13 年前の東日本大震災の被災地で

も有る当地方には当時がよみかえり、避難所、仮説住宅、インフラ等思い出され切ない気持ちに

なる。特に自分達世代の高齢者や介護を必要としている人達の避難所生活が・・・早く日常に戻

れる生活環境が整う事を願うばかりである。(Ｓ .Ｍ )  

編集後記 
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